
Graduate School of

2027

You,Unlimited

International
Studies

https://www.world.ryukoku.ac.jp/graduate/



1

3

2

4

Graduate School of  International Studies

POINT



1

3

2

4

Graduate School of  International Studies

POINT



1

3

2

4

1

3

2

4



1

3

2

4

1

3

2

4



1 2
3 4

1 2
3 4



1 2
3 4

1 2
3 4



Academic Staff Introduction



Academic Staff Introduction



在学生はグローバルな課題から身近な文化現象まで、多様なテーマを探究しており、互いの経験や視点を共有しながら学びを深める、活気あるコミュ
ニティが形成されています。

迷ってる君へー違和感を大切に成長した日々

　大学4回生になった春、私は自分で決めたはずの進路に違和感を持っていました。そのことをゼミの先生に
相談しました。それ以来、自分がより興味のある道を選ぶことで経験を豊かにでき、その後の進路にも繋がっ
ていくような気がしました。そんな経緯で、国際学研究科へと進学しました。
　現在は、服装とコミュニケーションについての研究を行っています。普段、なんとなく選んでいる服装をコ
ミュニケーションの一つの手段として捉え、その服装選びの背景を探ろうとしています。言語コミュニケーショ
ン専攻の学生の多くは、それぞれの視点で英語教育について専門的に学んでいますし、他の専攻でも各々の
興味に沿った研究をしています。そのような彼らとの会話を通じて、毎日、新たな考え方を学び吸収しながら、
自分の研究に向かっていくことができます。その日々を通して、進学を決めた当時、研究したいことがぼんやり
していた私でしたが、今では自分の知りたいこと、やってみたいことは何なのかを細かく理解し、周りに伝えら
れるようになってきました。そのことが、研究だけでなく、暮らしていくなかの様々な場面で活きているという実
感があります。そのため、まだ自分の気持ちがはっきりしていなくても、少しでも進路に悩みがあったり、進学に
興味があったりすれば、自分を理解していく第一歩だと思い、是非、国際学研究科の先生方や職員の方に相
談してみてください。

梅村 航平さん 修士課程2年生 言語コミュニケーション専攻

ー答えを見つけたいーその思いが研究の原点に

　私が大学院に進学した理由は、学部時代のスロバキア留学で生じた疑問に対する答えを見つけたいと考え
たからです。留学中、様々な国籍の人 と々交流する中で、相手に冷たく接される時もあれば、日本人と分かると
相手の対応が優しくなったり、日本について興味を持ち話しかけられたりすることが多く、周囲の反応が場面
によって大きく異なることに驚きました。この経験から、欧州において日本人の社会的立場がどのように位置
付けられているのかについて詳しく知りたいと思い進学を決めました。
　国際文化学専攻を選んだのは、私の研究テーマに合った教員から指導を受けられることに加え、「アジアア
フリカ総合研究プログラム」のフィールド調査補助制度を利用することで海外調査を実施できるということに
魅力を感じたためです。
　入学後は、様々な先生方からそれぞれの知見や経験に基づいた多角的なアドバイスをいただいています。こ
れは、教員や生徒の研究分野が多岐にわたる本研究科の特徴だと感じています。さらに、研究活動ではフィー
ルド調査補助制度を利用してスロバキア共和国で調査を実施する事ができました。このように、国際学研究
科では、研究分野の異なる先生方や一緒に授業を受ける仲間達から刺激を受けたり、多様な研究支援制度や
サポートを利用したりすることができることから、充実した環境で研究に取り組むことができています。

安藤 光輝さん 修士課程1年生 国際文化学専攻

北陸の生地を世界へー多文化理解の学びを生かして

　私は、コロナ禍で海外関係の求人が減少し、納得できる就職先が見つからなかったため、大学院で学ぶ
ことを選びました。
　現在は、アウトドアアパレル、ライフウェア（パジャマ等）、ユニフォーム等を主に取り扱っており、商社機能
に加えてものづくりを行うメーカー機能も有していることが特徴の繊維専門商社で、営業として勤務してい
ます。製品企画、原料調達、紡績、染色、縫製、生産、販売に至るまで、国内外のサプライチェーンのパート
ナーと密に連携し、北陸で生産した生地の輸出を担当しています。一年に最低3回の海外出張があり、商談
や打ち合わせを現地でしています。
　最もやりがいを感じるのは、一から携わった生地が製品となり店頭に並ぶ瞬間です。今年は２つのブラン
ドで生地提案から携わった製品が販売されました。
　海外営業と聞くと「華やかな世界」を想像されがちですが、実際は地道で泥臭い業務がほとんどです。トラ
ブル発生時には素早く状況を整理・報告し、お客さんの理解を得て信頼関係を築くことを心掛けています。
　国際学研究科で身に着けた、国内外の情勢にアンテナを張る姿勢は、今の仕事に生きていると思います。
また、「物事を客観的に見る」という考え方も大事にしています。言葉を選ぶときは相手がどう受け取るか、
どう伝えれば安心してもらえるかを意識しています。商社では人とのつながりが何より重要なので、特に国
籍や世代の違う方と働く場面でこの意識が生きると思っています。

中島 帆乃香さん 修士課程 グローバルスタディーズ専攻 2023年3月修了
豊通ファッションエクスプレス株式会社

国際学研究科の修了生は、研究者の道に進む方から、国際社会の第一線で活躍するプロフェッショナルまで、世界を舞台にその可能性を広げています。

世界で活躍する修了生 Graduates who are active worldwide

アジア・アフリカ総合研究プログラム

303232

2

10

4

2

3

4

3

1 3

多様な在学生 A diverse student population



在学生はグローバルな課題から身近な文化現象まで、多様なテーマを探究しており、互いの経験や視点を共有しながら学びを深める、活気あるコミュ
ニティが形成されています。

迷ってる君へー違和感を大切に成長した日々

　大学4回生になった春、私は自分で決めたはずの進路に違和感を持っていました。そのことをゼミの先生に
相談しました。それ以来、自分がより興味のある道を選ぶことで経験を豊かにでき、その後の進路にも繋がっ
ていくような気がしました。そんな経緯で、国際学研究科へと進学しました。
　現在は、服装とコミュニケーションについての研究を行っています。普段、なんとなく選んでいる服装をコ
ミュニケーションの一つの手段として捉え、その服装選びの背景を探ろうとしています。言語コミュニケーショ
ン専攻の学生の多くは、それぞれの視点で英語教育について専門的に学んでいますし、他の専攻でも各々の
興味に沿った研究をしています。そのような彼らとの会話を通じて、毎日、新たな考え方を学び吸収しながら、
自分の研究に向かっていくことができます。その日々を通して、進学を決めた当時、研究したいことがぼんやり
していた私でしたが、今では自分の知りたいこと、やってみたいことは何なのかを細かく理解し、周りに伝えら
れるようになってきました。そのことが、研究だけでなく、暮らしていくなかの様々な場面で活きているという実
感があります。そのため、まだ自分の気持ちがはっきりしていなくても、少しでも進路に悩みがあったり、進学に
興味があったりすれば、自分を理解していく第一歩だと思い、是非、国際学研究科の先生方や職員の方に相
談してみてください。

梅村 航平さん 修士課程2年生 言語コミュニケーション専攻

ー答えを見つけたいーその思いが研究の原点に

　私が大学院に進学した理由は、学部時代のスロバキア留学で生じた疑問に対する答えを見つけたいと考え
たからです。留学中、様々な国籍の人 と々交流する中で、相手に冷たく接される時もあれば、日本人と分かると
相手の対応が優しくなったり、日本について興味を持ち話しかけられたりすることが多く、周囲の反応が場面
によって大きく異なることに驚きました。この経験から、欧州において日本人の社会的立場がどのように位置
付けられているのかについて詳しく知りたいと思い進学を決めました。
　国際文化学専攻を選んだのは、私の研究テーマに合った教員から指導を受けられることに加え、「アジアア
フリカ総合研究プログラム」のフィールド調査補助制度を利用することで海外調査を実施できるということに
魅力を感じたためです。
　入学後は、様々な先生方からそれぞれの知見や経験に基づいた多角的なアドバイスをいただいています。こ
れは、教員や生徒の研究分野が多岐にわたる本研究科の特徴だと感じています。さらに、研究活動ではフィー
ルド調査補助制度を利用してスロバキア共和国で調査を実施する事ができました。このように、国際学研究
科では、研究分野の異なる先生方や一緒に授業を受ける仲間達から刺激を受けたり、多様な研究支援制度や
サポートを利用したりすることができることから、充実した環境で研究に取り組むことができています。

安藤 光輝さん 修士課程1年生 国際文化学専攻

北陸の生地を世界へー多文化理解の学びを生かして

　私は、コロナ禍で海外関係の求人が減少し、納得できる就職先が見つからなかったため、大学院で学ぶ
ことを選びました。
　現在は、アウトドアアパレル、ライフウェア（パジャマ等）、ユニフォーム等を主に取り扱っており、商社機能
に加えてものづくりを行うメーカー機能も有していることが特徴の繊維専門商社で、営業として勤務してい
ます。製品企画、原料調達、紡績、染色、縫製、生産、販売に至るまで、国内外のサプライチェーンのパート
ナーと密に連携し、北陸で生産した生地の輸出を担当しています。一年に最低3回の海外出張があり、商談
や打ち合わせを現地でしています。
　最もやりがいを感じるのは、一から携わった生地が製品となり店頭に並ぶ瞬間です。今年は２つのブラン
ドで生地提案から携わった製品が販売されました。
　海外営業と聞くと「華やかな世界」を想像されがちですが、実際は地道で泥臭い業務がほとんどです。トラ
ブル発生時には素早く状況を整理・報告し、お客さんの理解を得て信頼関係を築くことを心掛けています。
　国際学研究科で身に着けた、国内外の情勢にアンテナを張る姿勢は、今の仕事に生きていると思います。
また、「物事を客観的に見る」という考え方も大事にしています。言葉を選ぶときは相手がどう受け取るか、
どう伝えれば安心してもらえるかを意識しています。商社では人とのつながりが何より重要なので、特に国
籍や世代の違う方と働く場面でこの意識が生きると思っています。

中島 帆乃香さん 修士課程 グローバルスタディーズ専攻 2023年3月修了
豊通ファッションエクスプレス株式会社

国際学研究科の修了生は、研究者の道に進む方から、国際社会の第一線で活躍するプロフェッショナルまで、世界を舞台にその可能性を広げています。

世界で活躍する修了生 Graduates who are active worldwide

アジア・アフリカ総合研究プログラム

303232

2

10

4

2

3

4

3

1 3

多様な在学生 A diverse student population



Graduate School of

2027

You,Unlimited

International
Studies

https://www.world.ryukoku.ac.jp/graduate/


